
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 三笠市役所 建設部 建設課 土木公園係 

三笠市橋梁長寿命化修繕計画 



  

三笠市の橋梁長寿命化修繕計画 

１．長寿命化修繕計画の背景と目的  

【背景】 

・三笠市が管理する道路橋は、現在、52 橋あり、このうち建設後 50 年を経過する高齢化橋梁

は、23％(12 橋)である。 

・20 年後には、この割合が 75％(39 橋)を占め、急速に高齢化橋梁が増大する。 

・今後、増大が見込まれる橋梁の修繕、架替えに要する経費に対し、可能な限りのコスト縮減

への取り組みが不可欠である。 

   

【目的】 

   ・定期点検による橋梁の状態の把握、予防的な修繕および計画的な架替えを着実に進め、橋梁

の長寿命化と橋梁の修繕、架替えに係る費用を縮減します。 

   ・重要な道路ネットワークの安全性、信頼性を確保していくために長寿命化修繕計画を策定し

ます。 

 

【建設後 50 年以上の橋梁箇所数の増加】 

 

 

 

 

【経過年数別の橋梁数】 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．対象橋梁 

 

三笠市が管理している 52橋を対象としています。 

 

３．長寿命化修繕計画の基本的な方針 

    ・定期的（1 回/5 年）に橋梁点検を実施し損傷状況の把握に努め維持管理の基礎となる点検

データの蓄積を行っていく予定です。 

    ・それぞれの橋において、点検により把握した健全度に基づき、最適な修繕計画（低コスト

かつ長寿命化を図れる計画）を立案します。 

    ・橋梁点検及び工事においては、新材料や新工法等の新技術の検討により、維持管理費用の 

     縮減や再劣化の抑制などを図ります。 

    ・道路交通の安全性、信頼性を確保していくために、全対象橋梁において、橋梁長寿命化修

繕計画を策定し、計画に基づいて順次、修繕を実施します。 

・点検および修繕した結果は、橋梁台帳および点検調書等に記入し保存します。 

・都市計画の変動や損傷劣化が進行し大規模な措置が必要となる橋梁について、可能な限り

集約・撤去を図り維持管理の費用削減を行います。 

・今後も橋梁の重要度に応じた定期パトロールや災害発生直後などにおける臨時点検を行い、

橋梁の損傷状態把握に努めます。 

※橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、路面排水や橋台沓座周辺の清掃

などに努めます。 

 

【橋梁定期点検項目】            【橋の維持管理の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

４．修繕事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．新技術活用の例 

 

 

 



  

６．長寿命化修繕計画の効果 

 

 

・長寿命化修繕計画では、橋梁点検結果を基に、今後 60 年間の橋の劣化の進行を予測し、

修繕シナリオ別に発生する費用のシミュレーションを実施しました。 

・試算した結果、予防保全型の維持修繕を実施することにより、今後 60 年で 160 億円→50

億円（△110 億円）となり、約 7 割の縮減効果が期待できます。 

※上記費用はおおよそのものであり、今後、橋梁点検データを蓄積していくことにより更な

る精度向上を図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．計画策定担当部署 

 

○ 計画策定担当部署 

三笠市  建設部 建設課 土木公園係 

〒068-2192 北海道三笠市幸町 2 番地 

Tel  01267-2-3999 


